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	製品レンジ
	葉面散布方法
	① オニキスパーマネントの推奨施用量は、希釈倍率基準でなく単位面積あたりの投下量（50ml/10a）が基準となります。
	② オニキスパーマネント希釈液単独または、農薬資材との混合希釈液をブームスプレイヤー、スピードスプレイヤーにて葉面散布します。
	③ アミノ酸肥料BIOZムーンストーンとの併用を推奨しています。
	④ オニキスパーマネント希釈液単独の葉面散布の場合、少量散布（6L~/10a）が可能です。展着剤の使用を推奨します。
	⑤ 農薬資材との混合希釈液を葉面散布する場合、オニキスパーマネントの希釈倍率は、混用する農薬資材に合わせます。オニキスパーマネントと農薬等を初めてタンク内で混合する前に、ボトルテスト*を行い、適合性の確認を行って下さい。
	*詳しくは下記参照。石灰硫黄合剤、銅剤との混用を避けてください。
	殺虫剤・殺菌剤とのボトルテスト
	① オニキスパーマネント製品液体少量をボトルに入れ、同倍率もしくは低倍率で混用する農薬との適合性を確認します。
	② ボトル内に容積60%の水を入れてください。
	③ ボトル内に展着剤を規定量入れてください。
	④ ボトルを振ってください。
	⑤ 薬剤1（薬剤1の希釈倍率）を入れて、再度ボトルを振ってください。
	⑥ 薬剤2（薬剤2の希釈倍率）を入れて、再度ボトルを振ってください。
	⑦ ボトル内の溶液を確認。溶液中に物理的・化学的な反応（沈殿・凝集）がないことを確認します。
	ボトルテスト例）実際の使用倍率よりも低い倍率での試験
	① 2.0Lポリ瓶 にオニキスパーマネント製品液10.0ml（希釈倍率:200倍）を加える。
	② 容積60%の水（1.2L）を加える。
	③ 規定量の展着剤を加える。
	④ ボトルを振る。
	⑤ 殺虫剤A（希釈倍率:1000倍）を2.0ml加え、ボトルを振る。
	⑥ 殺菌剤B（希釈倍率:500倍）を4.0g加え、ボトルを振る。
	⑦ ボトル内の溶液を確認する。溶液中に沈殿・凝集が発生していないことを確認。
	希釈水量の例

